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コ
ラ
ム 

 

オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ

ー
で
海
外
研
修
生
、
農
業
研
修
の
担

当
を
し
て
い
ま
す
、
筑
田
明
生
で
す
。

初
の
コ
ラ
ム
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

今
年
も
オ
イ
ス
カ
海
外
研
修
生
の

帰
国
、
入
国
の
時
期
が
参
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
賜

り
、
事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
出
会
い

と
別
れ
が
あ
り
、
色
々
な
感
情
が
入

り
交
じ
り
ま
す
。
研
修
生
に
対
し
て

十
分
に
対
応
が
出
来
な
か
っ
た
事
へ
の

後
悔
や
反
省
、
努
力
し
成
長
し
て
く

れ
た
彼
ら
へ
の
喜
び
、
新
し
い
研
修
生

へ
の
期
待
、
な
ど
な
ど
。
多
様
な
国
か

ら
来
日
し
、
異
な
っ
た
文
化
と
習
慣

を
背
景
に
し
た
彼
ら
が
、
協
力
し
合
っ

て
成
長
す
る
姿
を
実
感
で
き
る
の
が

我
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
場
が
あ
る
の
も
ま
た
皆
様
の

お
か
げ
で
す
。
オ
イ
ス
カ
と
皆
様
が

作
り
上
げ
た
こ
の
場
所
が
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
成
長
で

き
る
場
所
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
あ

り
続
け
ら
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
研
修
棟
は
、
今
年
度

中
に
一
部
改
修
工
事
が
終
え
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
い
た
し
ま
す
。
来
年
度
に
向
け

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
ス
タ
ー
ト
準
備
万

端
で
す
。 

 
 
 
 
 

筑
田
明
生  
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中 部 Ｎ Ｏ Ｗ 

オ
イ
ス
カ
海
外
研
修
生 

修
了
式 

                    

２
月
22
日
（
土
）
に
研
修
生
修
了

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
会
員
様
を
は
じ
め
支
援

者
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
農
業

研
修
生
４
名
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
名
の
研
修
生
が
、
日
本
で
の
２
年

間
の
研
修
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
本
で
の
研
修
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
後
輩
の
指
導

や
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
取
り
組
む
予

定
で
す
。
帰
国
後
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
２

年
間
毎
日
一
緒
に
研
修
を
し
た
仲

間
と
の
絆
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
仲
間

を
思
い
出
し
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
で

し
ょ
う
！
彼
ら
の
今
後
の
活
躍
に
も

是
非
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

修
了
式
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆

様
、
２
年
間
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

中
村
仁
美 

Tシャツに 

皆様からメッセージ 

全員で見送り 

研修生スピーチ 修了生に向けて理事長のお話 

６０名以上の方にご出席いただきました 

入国時（２０２３年３月） 



 

 

                             

                             

     

 

                       

                             

 

幹
事
会
活
動
報
告
会
の
開
催 

オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
後
援
会 

 

と 

き 
令
和
７
年
２
月
２０
日(

木) 

と
こ
ろ 

中
部
電
力 

東
桜
会
館 

内 

容 

オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
後
援
会
に
よ
る
幹
事
会 

 

講 

演 

『
気
候
変
動
と
オ
イ
ス
カ
活
動
の
今
』 

オ
イ
ス
カ
海
外
事
業
部 

海
外
開
発
協
力
担
当
部
長 

林 
久
美
子
氏 

      

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 村
松 

 

明 

 

合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

「地
球
の
こ
ど
も
た
ち
へ
」 

職
員
・研
修
生
が
出
演 

 

１
月
１３
日
（
月
）
、
豊
田
市
音
楽
自
主
研

究
グ
ル
ー
プ
主
催
に
よ
る
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

が
、
豊
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
酒
向

貞
子
先
生
か
ら
は
じ
ま
り
、
福
田
香
緒
里
先

生
に
引
き
継
が
れ
、
合
わ
せ
て
オ
イ
ス
カ
ＰＲ

と
バ
ザ
ー
出
店
の
機
会
を
毎
年
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
職
員
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
（
マ
レ
ー

シ
ア
）
と
研
修
生
の
ソ
ヌ
（
イ
ン
ド
）
が
出
演
。

半
年
以
上
練
習
に
参
加
し
、
大
舞
台
で
木
こ

り
役
を
演
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
主
催
者
様
か

ら
８
万
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

 
 

小
杉
裕
一
郎 

 

 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル 

 

２
月
１
日
（
土
）、
中
部
電
力
と
共
催
し

て
、
第
１３
回
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
・
岐
阜
県
な

ど
遠
方
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、
１２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

森
林
の
働
き
・
間
伐
の
必
要
性
・
企
業

団
体
と
連
携
し
た
森
づ
く
り
事
例
な
ど
の

講
義
や
間
伐
体
験
、
桜
の
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

小
杉
裕
一
郎 

 
 
 
 

 

セ
ン
タ
ー
入
り
口
看
板
の
寄
贈 

 

オ
イ
ス
カ
セ
ン
タ
ー
の
坂
の
上
に
あ
る

案
内
看
板
が
、
劣
化
の
た
め
強
風
で
飛
ん

で
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
イ

ス
カ
み
よ
し
推
進
協
議
会
副
会
長
の
加

藤
正
季
様
（
株
式
会
社
三
好
製
作
所
社

長
）
に
ご
相
談
と
ご
協
力
を
依
頼
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
厚
意
で
看

板
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真

の
と
お
り
立
派
な
看
板
で
セ
ン
タ
ー
に
来

所
さ
れ
る
皆
様
を
快
く
お
迎
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
加
藤
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
洋
右 

 
 

 
 
 
 

 

 

新
・
オ
イ
ス
カ
海
外
研
修
生
が
入
所
し
ま
し
た 

       

 
 

２
月
１１
日
・
１２
日
に
農
業
研

修
生
４
名
、
家
政
研
修
生
１
名
が

新
し
く
入
所
し
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
、
入
国
か
ら
帰
国
ま
で
指
導

す
る
研
修
生
は
、
彼
ら
が
初
め
て

と
な
り
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
何

か
を
掴
む
た
め
の
踏
み
台
に
な
る

よ
う
な
、
充
実
し
た
研
修
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 大

村
悠
華 

ギハン（農業） シャム（農業） 

アリル（農業） ジャイソン（農業） 

ジョヴァナ（家政） 

お箸を使う練習をしています。 

なかなか良い箸さばきです！ 



 

 

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ソ
ヌ
さ
ん 

イ
ン
ド
へ帰
国 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

          

  

 

 

 

 

 

       

 

                                  

 

 

         
 
 

 

                   

                           
 

 
 

 

 
 

                         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

    
 

     

    
 
 

 
 

 

 
 
 

 

                        

１・２月 研修生の活動  大村悠華 

グ
レ
ゴ
リ
ー
さ
ん 

四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
異
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

 

１月は初詣に行ったり、バ

ザーがあったり、雪が降

ったり、イベント盛り沢山

でした。２月は新しいハウ

ス作りで大忙しです。まだ

まだ寒い日が続きます

が、気合いを入れて頑張

ります   

２
年
間
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
研
修
は
、
ほ
ん
と
う
に
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
仕

事
で
た
く
さ
ん
の
大
事
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ

ス
ピ
リ
ッ
ツ
も
し
っ
か
り
学
び

ま
し
た
の
で
、
ま
た
チ
ャ
ン
ス

が
あ
っ
た
ら
日
本
に
戻
り
た

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 

ソ
ヌ 

マ
レ
ー
シ
ア
の
グ
レ
ゴ
リ
ー

で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
９
年
ぐ

ら
い
、
オ
イ
ス
カ
中
部
日
本

研
修
セ
ン
タ
ー
で
わ
す
れ
ら

れ
な
い
け
い
け
ん
と
勉
強
し

た
こ
と
を
た
く
さ
ん
も
ら
い

ま
し
た
。
い
つ
も
来
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
オ
イ

ス
カ
の
会
員
様
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
畑

で
一
緒
に
し
ご
と
を
し
て
い
る

研
修
生
、
食
堂
で
美
味
し
い

ご
は
ん
を
作
る
ス
タ
ッ
フ
や
仕

事
仲
間
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を 

。 

教
え
る
と
い
つ
も
う
し
ろ
か

ら
み
え
な
い
と
こ
ろ
で
さ
さ

え
て
く
れ
た
ひ
と
た
ち
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
四
国
研
修
セ
ン
タ

ー
に
い
く
の
で
、
む
こ
う
で
中

部
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
よ
う
に

仕
事
を
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。  

 
 
 

グ
レ
ゴ
リ
ー 

砥鹿神社で初詣 雪かき（雪遊び） 一日中ハウス作り 

ミュージカルバザー 梅の追肥と剪定 



 

 

 

 

 

                     
 
 

 

       

                             

                            

                            

新
入
会
（
個
人
） 

松
川
秀
康(

清
須
市) 

奥
村
真
左
也(

岐
阜
県
土
岐
市) 

 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

豊
田
市
立
平
井
小
学
校(

豊
田
市) 

竹
中
造
園
土
木 

株
式
会
社(

碧
南
市) 

 
更
新
会
員
名
簿
（７
０
２
／
８
３
６
） 

安
城
（８
３
／
８
６
）甲
原
寛
士
、
三
浦
電
気 

株

式
会
社
、
株
式
会
社 

杉
浦
時
計
店
、
平
岩
伸

松
、
曙
工
業 
株
式
会
社
、
川
澄
敏
雄
、
ス
ギ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 
株
式
会
社
、
株
式
会
社 

東

祥 岡
崎
（２
２
／
２
８
）幸
田
町
長
、
小
林
ひ
ろ
み 

尾
張
一
宮
（３
／
３
）Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ 

刈
谷
（３
１
／
３
５
）稲
垣
賢
治
、
伊
藤
直
樹
、
加

藤
真
治
、
外
山
鉱
一 

豊
田
（
１
７
８
／
２
１
５
）Roq

u
ez 

M
ary

 
Joy 

A
u
relio

、
鈴
木
英
之
、
永
田
岳
志
、
市
村
直

生
、
佐
久
間
由
隆 

名
古
屋
（
５
５
／
６
０
）
有
限
会
社 

タ
イ
ヨ
ー
ペ

イ
ン
ト
、
東
菱
電
子 

株
式
会
社
、
神
野
春
光
、

日
本
ガ
イ
シ 

株
式
会
社
、
筒
井
タ
カ
ヤ 

名
古
屋
北
（２
９
／
３
７
）
小
澤 

努
、
松
川
秀
康 

名
古
屋
南
（１
２
／
１
５
）
中
野
公
雄 

丹
羽
（５
９
／
６
１
）斎
木 

隆
、
藤
本 

勝
、
朱
宮

新
治
、
生
興 

株
式
会
社 

碧
南
高
浜
（
３
９
／
５
１
）
伊
藤
正
幸
、
鳥
居
寛

英
、
山
中
従
天
医
館
、
日
進
工
業 

株
式
会
社
、

株
式
会
社 

ク
リ
ー
ン
商
事
、
株
式
会
社 

梶
川

建
設
、
オ
イ
ス
カ
碧
南
高
浜
推
進
協
議
会 

女

性
部 

セ
ン
タ
ー
（
３
５
／
４
７
）
有
限
会
社 

か
な
め
工

業
、
松
本
尚
人
、
安
部
雅
之
、
ス
ズ
ケ
ン
グ
ル
ー

プ
労
働
組
合
連
合
会 

（一
月
末
ま
で
掲
載
） 

 

寄
付
品 

豊
田
市
立
平
井
小
学
校(

豊
田
市) 

福
田
香
緒
里(

豊
田
市) 

門
池
千
尋(

豊
田
市) 

内
藤
欣
憲(

豊
橋
市) 

鈴
木
英
之(

豊
田
市) 

太
啓
建
設 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

中
山
純
二(

豊
田
市) 

清
水
孝
紀(

豊
田
市) 

大
嶋
雅
樹(

豊
田
市) 

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

竹
中
造
園
土
木 

株
式
会
社(

碧
南
市) 

河
合
秀(

豊
田
市) 

山
口
朝
子(

日
進
市) 

加
藤
み
つ
子(

豊
田
市) 

後
藤
齊(

北
設
楽
郡
設
楽
町) 

伊
藤
美
江(

豊
田
市) 

 
 

S
alon

d
eile

（豊
田
市
） 

イ
ン
ク
カ
ー
リ
ッ
ジ 

豊
田
市
立
平
井
小
学
校(

豊
田
市) 

磯
貝
正
隆(

高
浜
市) 

安
成
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

中
村
さ
と
子(

高
浜
市) 

竹
中
造
園
土
木 

株
式
会
社(

碧
南
市) 

オ
イ
ス
カ
安
城
市
議
会
議
員
連
盟(

安
城
市) 

水
野
隆
市(
み
よ
し
市)  

 
 

ベ
ル
マ
ー
ク 

豊
田
市
立
平
井
小
学
校(
豊
田
市) 

株
式
会
社 

山
信
商
店(
豊
田
市) 

中
村
さ
と
子(

高
浜
市) 

 

寄
付
金 

清
水
孝
紀(

豊
田
市) 

服
部
俊
美(

豊
田
市) 

浅
野
奈
々
穂(

神
奈
川
県
相
模
原
市) 

大
豊
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

高
橋
尚
也(

長
久
手
市) 

株
式
会
社 

サ
ン
コ
ー(

み
よ
し
市) 

深
谷
英
子(

知
立
市) 

株
式
会
社 

芝
テ
ク
ノ(

名
古
屋
市) 

三
宅
幸
夫(

豊
田
市) 

学
校
法
人
中
野
学
園 

オ
イ
ス
カ
浜
松
国
際
高

等
学
校(

静
岡
県
浜
松
市) 

近
藤
産
興 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

加
藤
悟(

名
古
屋
市) 

篭
原
芳
輝(

豊
田
市) 

光
岡
保
之(

豊
田
市) 

塚
本
隆
敏(

み
よ
し
市) 

明
保
澄
雄(
岡
崎
市) 

神
野
春
光(
名
古
屋
市) 

平
岩
伸
松(

安
城
市) 

株
式
会
社 

三
好
製
作
所(

み
よ
し
市) 

株
式
会
社 

F
or N

atu
re(

名
古
屋
市) 

ス
タ
ー
ラ
イ
フ 

株
式
会
社(
み
よ
し
市) 

日
本
ガ
ス
ケ
ッ
ト 

株
式
会
社(
豊
田
市) 

ト
ヨ
タ
紡
織 

株
式
会
社(

刈
谷
市) 

太
啓
建
設 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

奥
田
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

プ
ラ
テ
ィ
多
治
見(

岐
阜
県
多
治
見

市) 和
合
精
機 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

天
狗
堂(

豊
田
市) 

大
豊
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

明
興
産
業 

株
式
会
社(

知
多
郡
東
浦
町) 

日
本
ガ
イ
シ 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

西
尾
自
動
車
学
校(

岡
崎
市) 

増
岡
𠮷
尚(

み
よ
し
市) 

株
式
会
社 

m
aru

ich
i(

犬
山
市) 

河
合
秀(

豊
田
市) 

豊
田
市
教
育
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ(

音
楽)(

豊
田

市) 窪
谷
千
代
美(

豊
田
市) 

大
嶋
雅
樹(

豊
田
市) 

佐
藤
美
枝
子(

豊
田
市) 

荏
原
美
知
勝(

東
京
都
大
田
区) 

髙
木
禎
宜(

豊
田
市) 

松
本
佳
子(

知
多
郡
美
浜
町) 

神
野
重
行(

名
古
屋
市) 

清
水
孝
江(

豊
田
市) 

太
田
宗
一
郎(

刈
谷
市) 

浪
速
金
液 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

ヤ
マ
ワ(

岐
阜
県
各
務
原
市) 

鈴
木
き
よ
み(

碧
南
市) 

鰐
部
兼
道(

み
よ
し
市) 

オ
イ
ス
カ
日
進
・
長
久
手
・
東
郷
推
進
協
議
会

(

日
進
市) 

小
林
弘
子(

安
城
市) 

深
津
由
子(

豊
田
市) 

服
部
俊
美(

豊
田
市) 

天
野
真
由
美(

豊
田
市) 

小
杉
裕
一
郎(

豊
田
市) 

国際化時代に対応できる 

新人・若手社員を養成します 

研修期間【５泊６日】 

令和７年４/３(木)～８(火) 

申込締切 

令和７年３月２１日(金) 

定員になり次第締め切ります 

第１０ ８     期 
新入社員 

研修 

参加募集 

国際化時代に対応できる 

新人・若手社員を養成します 


